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アセスメントを活用した就労支援の今後のあり方について

ハローワークにおける就労支援

～より良い自己決定を目指したアセスメントの活用を目指して～
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民間企業（43.5人以上規模）の障害者雇用状況（全国、令和4年６月１日現在）雇用者数は61万3,958人、実雇用率2.25％であっ
た。
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障害者雇用状況（企業における雇用状況）

【注：厚生労働省 障害者雇用状況の集計結果より作成】
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身体

65,207 人

身体

66,684 人
身体

58,095 人

知的 24,381 人
知的 30,998 人

知的 35,610 人

精神 28,483 人

精神 64,934 人

精神 123,593 人

その他 1,694 人

その他 6,906 人

その他 16,136 人

H20 H25 R4

新規求職者数の推移

ハローワークにおける求職者の動向（新規登録者数）

54.4％⇒39.3％ 39.3％⇒24.9％

20.4％⇒18.3％
18.3％⇒15.3％

23.8％⇒38.3％

38.3％⇒52.9％

【注：厚生労働省 障害者職業紹介状況等より作成】 3
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身体 22,623 人

50.9%知的

11,889 人

26.7%

精神

9,456 人

21.3%

その他 495 人

1.1%

平成20年度

身体

28,307 人

36.3%

知的

17,649 人

22.7%

精神

29,404 人

37.8%

その他 2,523 人

3.2%

平成25年度

身体

21,914 人

21.4%

知的 20,573 人

20.1%

精神 54,074 人

52.7%

その他

5,976 人

5.8%

令和4年度

ハローワークにおける求職者の動向（就職者数）

【注：厚生労働省 障害者職業紹介状況等より作成】 4
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支援者の声、企業担当者の声
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どんな障害特
性があるの？

具体的にどのよ
うな配慮をした
ら良いの？

勤怠の安定性や
業務の遂行能力
をどう見極めた
ら良いの？

健康面やコミュケーショ
ン面をどうやって知る

の？

ミスマッチが
不安…

支援してくれる人は
いるの？ずっと支援
してくれるの？

どんな面接をし
たら良いの？

多岐に渡る特性や
バックボーンをお持
ちの利用者が増え、
支援が難しい方が増
えている…

利用者が増加しマ
ンパワーが足らな
い…

まずは生活リズ
ムと疾病管理を
整える必要が…

医療面が心配
通院同行が必
要…

もう少し企業のナ
チュラルサポート
が必要…

超短時間就労の希
望者の就労準備性
は！？

企業支援者
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就労する上で必要な配慮の把握、
就労困難性の評価

生活面の課題

医療面の課題

就職をしたい

来
所
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

ハローワークにおけるアセスメントの現状

しばらく働いて
いない

仕事がうまく
いかない

手帳を取得
した方が良いの？

マ
ッ
チ
ン
グ

職場見学・実習

基本的労働習慣の課題

求職登録 情報提供

職業紹介

就職

求職者情報の収集・相談記録の作成

関係機関の案内

職業訓練のあっせん

就労系障害福祉サービス

障害者就業・生活支援センター

地域障害者職業センター

区市町村障害者
就労支援センター

医療機関

その他機関

専門スタッフによる支援

求人開拓

就職準備ができている
求職者向けのアセスメント 就職準備ができていない求職者向けのアセスメント

支援機関の支援の必要性
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強み・成功体験の評価

第112回（R3.12.1）労働政策審議会障害者雇用分科会資料２を元に作成

支
援
に
向
け
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
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就職活動支援・生活支援

職場定着支援・就業生活支援

ハローワークを中心とした「障害者向けチーム支援」

就労支援計画の作成

チーム構成員が連
携して支援を実施

フォローアップ

再支援モニタリング・
支援の終了

○ 就労移行支援事業所

○ 就労継続支援事業所

○ 地域活動支援センター

○ 地域障害者職業センター

○ 障害者就業・生活支援センター

○ 障害者職業能力開発校

○ 発達障害者支援センター

○ 難病・相談支援センター

○ 社会福祉協議会 等

※ 下記施設と連携

連携機関

ハローワーク

・専門援助部門が担当

・専門スタッフ

を配置し、関係機関と調整

主査

福祉施設等

○ 障害者福祉施設

○ 医療、保健福祉機関

○ 特別支援学校

○ その他、就労支援、

生活支援を行う施設等

就職を希望している福祉施設等利用者

企 業

障害者就労支援チームによる就職に向けた取り組み

就職活動支援・生活支援
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障
害
者
就
労
支
援
チ
ー
ム
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求職登録 情報提供
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就職

求職者情報の収集・相談記録の作成

関係機関の案内
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就労系障害福祉サービス

障害者就業・生活支援センター

地域障害者職業センター

区市町村障害者
就労支援センター

医療機関

その他機関

チーム支援

専門スタッフによる支援

求人開拓

職場適応支援

就職後のモニタリング

就職準備ができている
求職者向けのアセスメント 就職準備ができていない求職者向けのアセスメント

支援機関の支援の必要性
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事例 ～チーム支援～

【基本情報】
・診断：適応障害
・手帳：未取得
・仕事がうまくいかない
・発達障害かもしれない…
・一人暮らし

・どんな仕事が向いているかわ
からない
・生活面（金銭）に困窮
・親の理解がなく自活しなけれ
ばならない

課題

障害クローズで就職

理解が得られず退職

一般窓口よりリファーされ専門援助部門に来窓

障害オープンで就職
（ジョブコーチ支援⇒区市町村支援機関）

就労継続

東京都発達障害者支援センター
（TOSCA）

東京障害者職業センター多摩支所
職業評価・職業準備支援

障害者手帳・
障害者年金申請

・努力しても無理な事があ
る…
・自分の得意と苦手を知り
たい。
・自分の特性を理解しても
らえるところで働きたい…

医療機関（受診・診断）



第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

ハローワークにおけるアセスメント強化の必要性

11

必要な配慮事項
の整理

関係機関による支援の実施

自己理解の醸成

適切な雇用管理
職場定着

各種ツール等の活用によ
る的確なアセスメント

関係職員間の共有

高い専門性、資質向上、
ノウハウの共有アセスメントを意識した

職業相談

就労準備性、特性理解、
強み等の確認・把握

第112回（R3.12.1）労働政策審議会障害者雇用分科会資料２を元に作成
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ご清聴ありがとうございました。
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